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て文章題を解決する場合がある（上野，1990；有元，1995；Verschaffel，＿De Corte＆Lasure，  

















De Corte＆Lasure，1994）。小学生が望ましくない解決方略を使用する原因について調べるた  
めには，同じ問題に対する小学生の解決方略が学習場面問で異なるかどうかを分析することがひ  
とつのアプローチになると考える。  








表1 不備のある算数文章題  
問題（9 えんぴつが5本ずつはいっているふでばこが3つあります。  
このふでばこは何円でしょう。  










問題⑤ 4このポールと5このポールがあります。  
かけるといくつになるでしょう。  
問題⑥ 熱さ80℃のお湯が1リットルあります。  
そこに40℃のお湯を1リットルたしました。  
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京都大学大学院教育学研究科紀要 第48号  
「3分たったら30cmのところまで水がたまる」という答えは，上のことを仮定した場合にのみ成  










（Verschaffel，De Corte＆Lasure，1994）。   
問題④は，非現実的な数値が含まれた文章題である。5kgの重さがある「りんご」は，現実  
的でない。文章題に含まれた非現実的な数値に対して，小学生は，算数の学習場面において，は  











を出してしまう場合があることが知られている（Strauss，1982；Verschaffel，De Corte＆  
Lasure，1994）。   
本研究では，以上の6種類の不備のある算数文章題の他に，算数の教科書に掲載されている不  
備のない算数文章題2問を用意した。2問の文章題は，「42リットルの石油を3 リットルずっバケ  
ツに入れます。バケツはいくついりますか」と，「ハイキングにクラスの全員が行くことになり  
ました。バス代が1人200円で，クラスは20人います。ひ用は全部で何円になりますか」である。  
目  的  
算数文章題に対する小学生による望ましくない解決方略について検討するために，6種類の不  
備のある文章題に対して，小学生と高校生がどのように解答するかを調査する。特に，次の2点  
について分析する。   
1．6種類の不備のある文章題に対する算数の学習場面における小学生の解答と，高校生の解  
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金田：不備のある算数文章題に対する小学生と高校生の解決方略  
答の比較。   
2．問題⑥に対する小学生による算数の学習場面における解答と，理科の学習場面における解  
答の比較。  
方  法  
材  料   
不備のある算数文章題6問（表1），および，不備のない算数文章題2問。   





表2 調査対象（数字は人数）  
A小5  B小5  C高1  D高1  
問題①   39  
問題②   39  
問題③  
問題④  
問題⑤   39  
39  
39   
34  39  39   
34  39  
39  
問題⑥   39   33（理）  39  9  
A～Dはクラス番号を示す。（理）は，理科の時間  
に理科の問題として取り組んでもらったことを示す。  
Bクラスの理科の時間には，欠席者が1名いた。   
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た。  
結果と考察  


















×印を記入し，この文章題に対して答えを求めることができないことを指摘した。   
問題（Dに対して誤って答えを出した小学生（21％）もいたが，多数の小学生（79％）は，算数  
の学習場面において，問題①に対して不備があることに気付いたといえる。  
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調べると，「3×10」のような乗法の式を作った人数は25名（64％），「20＋10」のような加法の  
式を作った人数は10名（26％），式を書かなかった人数は4名（10％）であった。   
高校生39名のうち25名（64％）は，解答欄に○印を記入し，乗法や減法，比，関数の式などを  
用いて計算を行い，答えを「30cm」とした。残りの14名（36％）は，解答欄に×印を記入し，バ  






























を指摘し，他の1名は「何を合計すればいいか分からない」と指摘した。   
多数の高校生（95％）は，問題が算数の文章題としておかしくないかどうかの判断を求められ  
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ても，非現実的な数値を文章題における不備とは考えなかった。この結果は，算数の学習場面に  
おいて，非現実的な数値は文章題における不備としては認められにくいことを示唆する。  








答えを「20こ」とした。   
高校生は，問題⑤に対して「4×5」の演算を適用することは意味がないと判断したが，小学  
生の大多数（85％）は，算数の学習場面において，この演算を行い，答えを「20こ」とした。  











表4 問題⑥に対する解答（％：カツコは人数）  
「120℃」  「120℃」以外  
算数の学習場面（小5）  67（26）  33（13）  
理科の学習場面（小5）  36（12）  64（21）  
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総 合 考 察  
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2．望ましくない解決方略が使用される原田   
小学生による望ましくない解決方略のひとっに，文章題中の「あわせて」や「多い」などの表  
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